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要旨：本学学生実習の際，水道栓の汚染の状態を調査させたところ，水道栓に菌が異常に多いことを見つけ

本調査を試みた。本学の視覚部のトイレの水道栓は滑り止めがついていおり，他のステンレス栓と異なる構造

をしている。その水道栓の上面と側面を比較すると上面に菌が少なく，滑り止めの側面に菌が異常に多いこと

が認められ，統計上有意`性が認められた。水道栓に付着している菌はコアグラーゼ陰性ブドウ球菌やシュー

ドモナス属が主であるが，黄色ブドウ球菌も認められ診療前の消毒の必要性が再認識された。

キーワード：トイレ，水道栓（上面・側面)，汚染，細菌

状態から判定した。

表ｌの１＋は集落数がl-10CFU(colonyformingunit）

以下，２＋は11-30CFU，３＋は31-50CUF，４＋は５１

～100CFU，５＋をlOOCFU以上に分け判定した。

定量調査は写真１，２の上面と側面とを図１に示すよ

うな滅菌スタンプびんを用いて拭き取りを行った後，図

の手順で，拭き取ったスタンプびんに滅菌生理的食塩水

10ｍlを加え，ミキサーで１分間撹枠し，その液を原液

としてlO-I-lO-3まで１０段階希釈した溶液をミスラー

法で，マイクロピペットを用いて0.01ｍlづつ５ケ所に

滴下し，発育してきた集落の平均値からlmlあたりの菌

量を測定した。

同定方法：普通寒天培地，マンニット食塩培地（ブド

ウ球菌用)，マッコンキー培地（グラム陰性菌用）を用

いて，発育の有無，集落`性状，オキシダーゼ試験，コア

１はじめに

著者らはかつてブドウ球菌が手指と上眼瞼皮膚・涙と

の間に関連`性があることやナースステーションと病棟と

の関連`性を血清型別法によって証明してきた。Ｌ２）

近年，ＭＲＳＡ（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）が

大学病院や老人病院などで易感染者に院内感染が起こり，

社会問題にまで発展したことは衆知の事実である。樫谷

ら３１は病院の水道栓は湿潤性の場所に多いため，日和見

感染源となる菌が多く，易感染者に感染の機会を与える

ことを示唆している。

著者らは本学学生実習の際，水道の蛇口の栓に菌が異

常に多いことから本学視覚部のトイレの水道栓を調査し

たので報告する。

２方法

調査箇所：定`性調査は，本館の１－５階，診療所の１

－２階及び図書館，その他の男女トイレの水道の蛇口栓

（以下水道栓と称する）５６箇所を日を変えて２回にわ

たり，拭き取り調査した。また，定量調査は本館の１～

４階及び診療所のトイレの水道栓の上面と側面を別々に

拭き取り調査した。

調査日：定性的検査は平成７年４月２日（日曜日)，

９日（土曜日）の春休みに２回試み，汚染状況を測定し

た。定量的検査は平成７年７月８日（土曜日）の夏休み

に測定した。

採取方法：滅菌スタンプびんを用いて拭き取り，１回

目の調査では拭き取った後，ただちに普通寒天培地にス

タンプした後，３０℃で３日培養し，培地上の菌の発育

表１水道栓の男女別汚染状況

調査日

ＣＦＵ

５＋：１００以上４＋：５１～１００

２＋：１１～３０１＋：ｌ～１０

．：ＣＦＵ：ｃｏｌｏｎｙｆｏｒｍｉｎｇｕｎｉｔ

３＋：３１～５０
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した件数は５例であったが，側面では21例を示し，両者

の間に統計上の有意性が認められた。また，上面では菌

が発育しないものが12例認められた。

３上面と側面の分離菌の比較

培地上に発育して菌を同定したところ，表２に示すよ

うにコアグラーゼ陰性ブドウ球菌が最も多く，次いでシュー

ドモナス菌群，芽胞形成菌が（CNS）多く認められた。

また，黄色ブドウ球菌が３ケ所から認められ，純培養に

近い菌量であった。

上面と側面を比較すると側面からの分離菌が多く，特

に，ＣＮＳやシュードモナスの検出率が高い傾向を示した。

定量スタンプ瓶
写真１，２にスタンプ（上面と側面）

スタンプさせる部位

滅菌生理的食塩水を入れる

４考察

本学の付属診療所では老人や糖尿病など易感染者も治

療対象となることがあり，消毒の重要`性が指摘さられて

いる。ブドウ球菌やグラム陰`性桿菌は自然界において抵

抗`性が強く，しばしば院内感染を起こし，医療関係では

重要視されている。
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図１実験方法の手順

グラーゼ試験その他型通りの試験を行い，大腸菌，ブド

ウ球菌並びにシュードモナスSPを同定した。

３結果

写真１は本学視覚部トイレの水道栓である。特徴は栓

の側面にゴムと思われる滑り止めが12ケ所ついていてい

る。写真２は各研究室の手洗いについているステンレス

製の水道栓を示した。

１水道栓の汚染調査

表１に１回目，２回目の拭き取り調査の結果を示した。

検査113ケ所のうち101ケ所から菌が検出きれ，そのう

ち３＋CFU以上の発育を示したものが23.9％認められ

た。また，菌が発育しなかった水道栓はわずか12ケ所に

とどまり，春休みとはいえ水道栓が細菌に汚染きれてい

ることが認められた。

２上面と側面の発育菌数の比較

写真ｌに示したように本学のトイレの水道栓は一般に

見られない構造をしているので，２５ケ所の水道栓の上面

と側面とから別々に採取し，生菌数を求め比較した。

図２に示すごとく上面からは50例中104ＣＦＵ以上発育

写真１本学視覚部トイレの水道栓
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写真２研究室の水道栓
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表２水道栓の上面と側面の分離菌の比較
2５

０

件数(%）

側

＊：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌

図２本学水道栓の上面と側面の汚染状況

上面と側面からの分離菌種を調べた結果，側面からコ

アグラーセ陰性ブドウ球菌の検出率が高く，前述の皮膚

の常在菌が付着した結果と考えられる。黄色ブドウ球菌

が３例検出されたことは診療における手指の消毒の必要

`性を示唆するものである。これらの結果はコアグラーゼ

陰`性ブドウ球菌を除くと他の報告とほぼ一致している。

病院などの多くは湿潤性の高い場所にトイレや洗面所

があり，水道栓は最も使用頻度が激しいものの－つであ

る。その汚染は院内感染を招く恐れがあることから水道

栓の調査に関して数例報告３Ｍ１．５)きれている。しかし，

一般を対象とした調査はほとんど報告きれていない。水

道栓の多くはステンレス製が用いられているが，近年プ

ラスチック製や本学のトイレで使用しているような栓が

増えてきている。学生実習で本学の水道栓の汚染を認め

たことから調査を試みた結果，春休みにもかかわらず８９

％の箇所から菌が検出され,、樫谷らの報告３１と類似した

結果が得られた。

しかし，日を変えることによって検出頻度が異なるこ

とは，表１，図２などから推察きれ，春休みと夏休みで

は人の出入りに差があり，特に夏は汗をかく関係からト

イレの使用頻度は減少すると考えられ，菌の検出率が減

少することは，水道の使用頻度が関係するものと考えら

れる。

今回，我々は各種の水道栓の上面と側面を分けて調査

比較したところ，水道栓の種類によって，上面と側面の

菌の検出率が異なることが証明ざれ報告したい。

本学のトイレの水道栓は側面に滑り止めがついている

ため，上面より側面の方が有意に多く菌が認められた。

このことは，手を洗浄することによって，手指などから

浮遊した菌が滑り止めに付着するため，側面の菌量が多

いと推測された。また，夏休みにもかかわらず，側面か

らは104CFU以上が84％検出きれたのに対して，上面か

らのlO4CFU以上の菌の検出はわずか24％にとどまり，

48％が菌の発育を認めなかった。このことは側面のすべ

り止めの部分が乾燥しにくく，菌が落ちにくいことを示

唆している。同時に他の女子大で測定した多種の水道栓

の結果では６１，上面の方が菌の検出率が高く，側面の方

が少ない傾向が出ており，統計上有意性が認められてい

る。

５まとめ

本学のトイレの水道栓の汚染状況を調査した。

ｌ定性調査では春休みにもかかわらず，８９％から細菌

が検出きれた。

２定量調査では68％から菌が検出された。上面と側面

の調査では上面に菌が少なく，菌の発育を認めなかっ

た蛇口は48％に達し，lO4CFU以上の菌の検出は24％

であったのに対し，側面では104ＣＦＵ以上の菌の検

出は48％に達した。

３水道栓から検出きれる菌は，コアグラーゼ陰`性ブド

ウ球菌が主でシュードモナスや芽胞菌が認められたほ

か，黄色ブドウ球菌も３ケ所から検出された。
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分離菌の種類
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